
東
明
八
幡
神
社

東
明
の
だ
ん
じ
り
は
、
前
後
幕
も
新
調
し
念

願
の
神
戸
型
だ
ん
じ
り
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
考
え
方
は
「
だ
ん
じ
り
に
参
加
し
て

い
る
人
」
「
見
て
い
る
人
」
「
裏
方
の
人
」

す
べ
て
の
人
々
が
「
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
お

祭
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
毎
年
執
り
行

っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た
「
お
祭
り
」

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
弓
弦
羽
神
社

昭
和
３
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調
さ
れ
ま
し

た
。
神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛
け
る
彫
師
開
正

藤
の
自
信
作
で
す
。
黒
檀
を
多
用
し
た
見
た

目
以
上
に
重
量
の
あ
る
地
車
で
す
が
彫
物
の

精
緻
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
地
車
が

停
ま
っ
て
い
る
時
に
で
も
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
ま
た
弓
弦
羽
神
社
で
は
重
量
感
あ
ふ
れ
る

宮
入
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、
女
屋
根
の
破
風
全

体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺
金
具
。
ま

た
、
彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻
「
川
原
啓
秀
」
作

の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、
阿
吽
の
麒
麟
、
泥
幕
の
後
に

は
「
加
藤
清
正
虎
退
治
」
が
観
音
開
き
の
細
工
を
取

り
入
れ
、
欅
一
枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
淡
路
の
名

工
「
梶
内
嘉
三
、
純
治
」
作
の
純
金
糸
を
使
用
し
た

豪
華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩
な
細
工
が
満
載
で
す
。
5

月
3
日
地
車
巡
行
、
4
日
宮
入
に
は
是
非
中
之
町
地

車
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場
の
地
車
は
、
約
130
年
前
に
住
ん
で
い
た
御

影
の
大
地
主
、
奥
田
栄
吉
が
町
の
た
め
に
淡
路

よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自
分
の
母
屋
に
住
ま
わ
せ

御
影
の
浜
で
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。
特
徴
と
し

て
屋
根
の
上
で
の
舞
が
独
自
で
す
。
こ
れ
は
花

広
さ
ん
が
昭
和
30
年
頃
よ
り
、
は
じ
め
ら
れ
た

の
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
紙

吹
雪
・
蜘
蛛
の
糸
な
ど
華
麗
な
舞
を
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

平
野
區
は
自
治
会
上
御
影
協
力
会
の
地
域
に
あ
た

り
、
南
北
朝
時
代
の
武
将
、
赤
松
円
心
の
家
臣
平

野
忠
勝
の
居
城
が
御
影
墓
地
辺
り
に
あ
っ
た
事
か

ら
、
平
野
村
が
生
ま
れ
現
在
に
も
名
残
が
残
っ
て

い
ま
す
。

平
野
區
の
地
車
は
、
昭
和
３
年
の
御
大
典
を
機

に
、
明
治
初
期
の
作
品
を
淡
路
か
ら
購
入
し
た
純

神
戸
型
の
地
車
で
す
。

当
時
の
ま
ま
に
こ
だ
わ
り
大
幅
な
改
修
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
そ
の
伝
統
と
誇
り
を
受
け

継
ぎ
、
守
り
続
け
て
い
る
地
車
で
す
。

　
弓
弦
羽
神
社

私
た
ち
西
御
影
は
「
華
麗
に
」
「
優
雅
に
」
「
全
力

で
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
慣
習
を
後
世
へ
継
承
し
な

が
ら
も
、
新
し
い
風
を
取
り
込
み
、
50
年
後
、
100
年

後
も
地
域
で
愛
さ
れ
る
祭
り
を
続
け
る
べ
く
、
今

も
な
お
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
「
世
代
を
超
え
た

絆
」
で
結
ば
れ
た
力
強
い
練
り
廻
し
に
、
皆
様
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

青
年
会
発
足
か
ら
30
年
が
経
過
し
た
今
年
は
「
神

戸
ま
つ
り
」
で
も
曳
行
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

上
石
屋
の
地
車
は
、
昭
和
58
年
4
月
に
大

工
・
有
居
孝
充
、
彫
師
・
甲
良
　
丈
の
手
に

よ
り
子
供
地
車
と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材

木
店
に
て
誕
生
。
そ
の
あ
と
後
の
飾
幕
を
大

鼓
正
に
て
、
前
の
飾
幕
を
絹
光
工
房
に
て
新

調
、
又
高
さ
を
約
30
セ
ン
チ
大
き
く
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
綱
敷
天
満
神
社
春
祭
に

町
内
を
巡
行
。
上
石
屋
の
地
車
は
子
供
が
お

は
や
し
を
た
た
き
、
屋
根
で
踊
り
ま
す
の
で

是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

浜
石
屋
は
、
御
影
の
天
神
さ
ん
で
親
し
ま
れ

て
い
る
綱
敷
天
満
神
社
の
氏
子
で
す
。

ま
た
石
屋
と
う
名
前
の
通
り
、
江
戸
時
代
か

ら
御
影
石
の
加
工
を
産
業
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
だ
ん
じ
り
祭
り
で
は
、
鮮
や
か
な
緑
の

装
束
と
天
神
さ
ん
の
梅
鉢
紋
が
目
印
で
す
。

今
年
の
祭
礼
は
、
5
月
23
日
・
24
日
で
す
。

み
な
さ
ん
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影
は
阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
J
R
ま
で
の
中
町

1
〜
4
丁
目
で
、
提
灯
の
「
柳
」
の
名
は
、
そ
の
昔
町

内
を
柳
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
旧
地
名

で
す
。

現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
名
工
大
佐
に
よ
り
造
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
幾
度
の
改
修
を
重
ね
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
華
美
過
ぎ
ず
白
木
を
活
か

し
た
落
ち
着
い
た
造
り
で
、
飾
幕
を
求
め
な
い
正
面

数
体
の
龍
の
彫
物
が
特
徴
で
す
。

町
内
若
衆
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
や
り
遂
げ
る
、
活

き
活
き
と
し
た
祭
り
を
今
年
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

郡
家
だ
ん
じ
り
は
、
昭
和
初
期
よ
り
の
年

月
を
経
て
の
改
修
も
一
段
落
し
ま
し
た
。

昼
提
灯
も
揃
い
、
宮
本
の
重
責
を
感
じ
て

『
地
域
の
和
』
を
何
よ
り
も
大
事
に
し

て
、
伝
統
あ
る
行
事
を
守
っ
て
い
く
覚
悟

で
す
。
ど
う
ぞ
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

弓
弦
羽
神
社

そ
の
昔
、
遡
る
こ
と
155
年
。
摂
津
の
國
御
影
村
に
生
ま
れ
た

教
育
者
、
世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る
『
嘉
納
治
五
郎
』
は

東
之
町
が
生
誕
の
地
。
当
時
も
目
に
し
た
郡
家
の
宮
の
だ
ん

じ
り
祭
。
形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意
気
は
先
人
譲
り
。
意

気
と
粋
が
絡
み
合
う
て
の
此
の
祭
り
。

一
に
氏
神
、
二
に
氏
子
、
三
、
四
が
無
く
て
五
に
地
車
。
今
年

は
震
災
20
年
の
節
目
。
我
が
町
も
若
仲
含
め
尊
い
命
を
失
っ

た
。
こ
う
し
て
祭
が
出
来
る
の
も
、
先
人
達
の
苦
労
の
お

陰
。
奇
し
く
治
五
郎
没
後
77
年
の
命
日
は
、
5
月
4
日
の
本

祭
り
。
　
感
謝
の
気
持
ち
と
、
商
売
繁
盛
・
町
内
安
全
を
祈

願
し
て
、
鎮
魂
の
意
を
込
め
、
東
之
町
の
宮
入
り
で
す
。

ひがし の ちょう

なかみかげ

ぐんげ

にしのちょう

なかのちょうゆんば

うえいしや

はまいしや

にしみかげ

とうみょうひらの

5月4日
（月・祝）

月　日 場　所 時　間

5月3日
（日・祝）

御影11地区
※裏面記載参照

弓弦羽神社

各地区により
異なります

10：30　宮入（8基）
13：30　宮出

5月23日
（土） 未 定   宮入（1基）

綱敷天満神社

東明八幡神社

東明八幡神社

16：00   宮入（2基）

14：00   宮入（2基）

18：00   宮入（1基）

綱敷御旅所5月24日
（日）

月　日 場　所 時　間

鉄板焼楽
居酒屋 BAL

本券をご持参の方は 5,000 円以上で10％オフ（6月末日まで）
http://www.takanaga.co.jp/

総合印刷髙永は
おかげさまで50周年！

神戸市東灘区御影石町 2 丁目17-20
TEL（078）811 - 6 7 1 1

大阪住宅営繕株式会社

9： 0 0～ 2 4： 0 0
fa c e b o o k & ホームページ更新中

R e c o r d  C a f e＆B a r

体験教室などのご予約はお電話またはWEBで !

独立自尊の社会・世界に貢献する人財を育成する

☎0 7 8 - 8 5 8 - 6 8 3 0TEL（0 7 9 8 ）2 6 -1 5 1 0
西宮市宮前町 1番 13 号

有限
会社石増石材店
創業明治11年 石匠 墓石の老舗
伝統と信頼・子々孫々真心を伝えて

石屋墓地御用達神戸市東灘区深江北町4丁目4-4
TEL：078-441-5800

カーケア プロ集団ショップ

コーティング/フィルム/手洗い洗車 etc

損害保険代理店

取扱商品：損害保険全般・生命保険
株式会社 ゴシックス

〒651-0082  神戸市中央区小野浜町5-12

TEL：078-332-0561　FAX：078-332-0568
MOBILE：090-1718-3700 【代表者/ 竹内義明】

御影西町財産保存会

TEL 8 5 1 - 2 7 4 4

宴 会

〒658-0048　東灘区御影郡家2-12-1
☎078（841）0652

御影大手筋　TEL078-811-8477

www.nadaban.com
居酒屋 なだ番

大阪石材

お墓・建築石材
御影塚町 2-1-26

TEL822-4114
大阪石材 検 索

con-tan-yacon-tan-ya御影 大手筋御影 大手筋

078-762-3950TEL…

KOB E  M I K AG E  O R I G I NA L  SW E E T S  O F  F OUR  S E A SONS  /  S I N C E 2 0 0 9

〒658-0047　神戸市東灘区御影1-14-31
TEL:078-856-7455

阪急御影駅前
商店会

新明和工業株式会社
パーキングシステム統括本部
メンテナンス本部  神戸営業部

身近な暮らしの情報満載！！

〒658-0046  東灘区御影本町5丁目2-14 
電話：078-851-4856　FAX：078-841-1372

御影専売所

一喜鶏

Phone 078-811-3461

やきとり

078-855-7727
http://caffe-neutral.com/gingitsune/

Lunch　　　  11：30〜14：30 （LO14：00）

Dinner&Bar　18：00〜22：00（LO21：30）

Tel&Fax 078-858-1808

Clause/Monday, Launch Clause/Tuesday

〒658-0047

神戸市東灘区御影 2-34-10 http://www.benebene-kobe.com

PIZZERIAdi Napoli

Bene bene

社会福祉法人 千ヶ峰会
ABCみかげ保育園
神戸市東灘区御影本町6丁目1-15

078-821-4129
TEL 予約受付
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